















































































資料① 臨床倫理検討シート ©臨床倫理検討システム開発プロジェクト 
患者プロフィール  
年令 88 歳 性別 男性  
環境 施設入所中 
家族構成 妻（85 歳）長女（60 歳）長男（57 歳） 
その他の関係 3 男 1 女の長男    

































1A-3 説明 患者に対して  
認知症と意識障害のため、理解力なく、説
明せず。 

















































































































































































































































































































































ガイドラインを公表している（朝日新聞 2007 年 2 月 16 日付）。さらに、同年 10 月 15 日、
救急医療の現場で延命治療を中止する手順を示した初のガイドライン（指針）を定め、「終




































ウィルが有効かについては、4 月 15 日付の神戸新聞記事にあるように、リビング・ウィル
が現実にはほとんど機能しておらず、たいていは家族の意思が大きな影響力をもつのが現
状であるからである。 
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